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 [授業の概要・目的]
現実社会の様々な問題をモデル化し、微分方程式で表される数学モデルを作り、モデルを分析する
ことで問題についての理解を深めることを目的とする。常微分方程式で表される数学モデルの解法
や定性的分析、簡単な数値解析手法についても説明する。

 [到達目標]
現実問題の数学モデルを作れるようになること、数学モデルを数値的に解けるようになること、数
学モデルの定性的分析ができるようになること。

 [授業計画と内容]
以下のような課題について、合計15回の授業をする予定である。 
学習の理解度に応じて、内容を変更する場合がある。

第1,2回: システムとモデルについて
第3,4回: いくつかの数学モデルの紹介
第5,6,7回: 数学モデルの解法と定性的分析について
第8,9,10回: 数学モデルの数値解析について(ニュートン法など)
第11,12,13,14回: 数学モデルの数値解析について(差分法など)
第15回: フィードバック

 [履修要件]
文系向けの科目である。
高等学校での数学、特に「微分」「三角関数」程度の知識を必要とする。

 [成績評価の方法・観点]
複数回のレポートによって、授業目的の達成度を評価する。

 [教科書]
使用しない
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
予習は特に必要ない。復習としては，講義ごとにその内容をよく理解しておくこと。

 [その他（オフィスアワー等）]
事前にe-mailで連絡があれば、個別に対応する。 
レポートの提出に PandA を利用する。


